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大腿骨頭す べ り 症術後 に お け る 頚部長 の 変化
cannulated hip screw と point threaded K wire multiple pinning の比較

大阪市立大学医学研究科整形外科学教室

酒 井 俊 幸 ・ 北 野 利 夫 ・ 山 野 慶 樹

大阪体育大学

康 橋 賢 次

要 旨 大腿骨頭すべ り 症 9 例 に対 し ， cannulated hip screw fixation (5 例) ま た は point thread­

ed K wire に よ る multiple

線 に お け る PTA と 頚部長 (大腿骨頚部軸上での crista intertrochanterica か ら 大腿骨頭 ま で の 距

離) を 用 い た . 初診時平均年齢 は 12 歳で， 平均 18 か 月 追跡 し た . Cannulated hip screw 群で は術

前 PTA が平均 41'で あ っ た が術後 37' に ， point 白readed K -wire 群 で は 術 前 PTA が平均 32。で

あ っ た が術後 28'で あ っ た . ま た 頚部長の患/健側比 は cannulated hip screw 群で術前 0 . 97， 術後

0 . 84 であ っ た が， point threaded K -wire 群で は術前 0 . 97， 術後 0 . 95 で あ っ た 術後の骨端線閉

鎖時期 は cannulated hip screw 群で 5 か月 ， point threaded K -wire 群で 12 か 月 であ っ た . Can­

nulated hip screw 群 と 比較 し point threaded K -wire 群の方が大腿骨頚部の成長が保た れ る 傾向

が あ っ た .

は じ め に

大腿骨頭す べ り 症 に対す る 術後合併症の 1 っ と

し て骨端線早期閉鎖 に よ る 頚部短縮が挙 げ ら れ る

が， 我々 は骨端線早期閉鎖が固定材料の成長軟骨

断面積 に お け る 固定材料の 占拠率 に影響す る の で

は な い か と 仮説 を た て た . 今回， 大腿骨頭すべ り

症 9 例 に 対 し cannulated hip screw ( ま た は

knowles pin) を 5 例 に ， point threaded K -wire 

5 本 を 4 例 に 用 い， in situ pinning を施行 し て 固定

後の大腿骨頚部の成長 を比較す る こ と に よ り こ の

仮説 を検証 し た .

均体重 は 59 . 7 kg で 9 名 と も ホ ル モ ン学的異常 な

く 単純性肥満 で あ っ た . す べ り の タ イ プ は 全例

acute on chronic type で あ っ た . こ の 9 名 を 平均

1 年 6 か 月 追跡 し た .

Screw 群の 平均手術時年齢 は 12 歳 7 か 月 で，

K-wire 群 は 10 歳 6 か 月 で あ っ た . 両群 と も fol­

low up の期間 に 関 し て 差 は な か っ た .

固 定 法 : 固 定 材 料 に 関 し て cannulated hip 

screw は直径 4 . 4 mm 1 本 を 1 例 に ， 直径 4 . 5 mm

2 本 を 1 例 に ， 直径 7 . 0 mm 1 本 を l 例 に 使用 し

て お り ， knowles pin は直径 3 . 5 mm 2 本 を 1 例

に 直径 3 . 5 mm 3 本 を 1 例 に 使用 し た ( こ の 5 例

を screw 群 と す る ) . 
対象お よ び方法

対 象 : 初診時年齢 は 10 歳 1 か 月 �13 歳 3 か

月 ， 平均 1 1 歳 8 か月 . 平均身長 は 151 . 2 cm で平

Point threaded K -wire は直径 2 . 0 mm 5 本 を

5 例 に使用 し た .

Point threaded K -wire は 図 l に 示す よ う に先
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表1. 結果l(PTA)

screw 群

術前 追跡1時

窓償tJ 47' 3ア

鍵側 15・ 14. 

point threadcd .K wire 

術前 追跡時

J怠仰l 辺・ 28・

鎚償J 13' 13・

端に8mmのねじ切り認があり. 国定時. ねじ

切り認はepiphysis内に掃入しgrowth plate 

ではwireはsmoothとなるようにした.

評価方洛: <D Pæterior tilti噌 angle

(PTA). ②頚部長(図2に示すように両般中間

位前後像で大腿骨頚諸島�上のcrista ñ1tertro­

chanteri伺から大股骨頚までの睦厳で測定) . 

術前と術後の肢位はできる隈り同じになるよ

うに注意した

!!側
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表2. 結果2(頚都長}

screw l:孝 POÙ1t thrended K wire 

術前 追跡l時 術前 追跡事寺

5.9 - 5.9 患償j 5.8 - 6.2 

(}oo%) (107%) 

6.1 - 7.0 鍵償j 6.0 - 6.5 

(115%) (108%) 

0.97 0.8 4  !!/鍵 0.97 0.95 
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表3.

固定材料断面積
成長敏脅紙面積に

(mmt) 
おttる固定材科の
占.司�(%)

cannuJated hip screw 

直径 4.5mmXl 15.9 1.6 

直径 4.5mJnx2 31.8 3.1 

直径 7.0mmXl 38. 5 3.8 

kno対es pin 
直径 3.5mmx2 19.2 1.9 

直径 3.5uunX3 28.8 2.8 

point threaded K wire 
直径 2.0mmX5 15.7 1.5 

結 果

1. PTA(表1)

screw群では患倒で術前4 7・とpoint thr伺ded

K-wire の認・と比べるとPTAヵ吠きかった. 手

術時も2群とも愛護的整復を試み無理には整復し

ていないため術直後もscrew 群では38'. point 
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国4.

thr伺ded K wireで は26・であった. 追跡時 は

screw群ではJ7.. point thr伺ded K-wireでは

28'であった

2. 頭部長(表2)

Screw群では術前のE患倒は5.9cm.鍵倒は6.1

cmで頭部長の患/鍵倒比は0.97であった Point 

thr伺ded K wireでは術前のlt'.側は5. 8cm.健側

は6.0cmで患/鍵倒比は0.97であった術前の

頭部長の�j健倒比は2群聞で差はなかった 追跡

時 においてはscrew群 で E患 側5.9cm(成長率

0%に健倒 7.0cm(成長率15%) . l患/鍵倒比O.制

であったのに対し. point thr伺ded K-wireでは

恵、倒6.2cm(成長率 7 %に 健倒6.5 C III (成長率

8%に恵J鍵倒比0.95であった

症 例

症例1: 10歳. 女児初鯵時頭部長は右ちとも

5.4 cm. PTAはE患倒(右)27・. 鍵倒12'であった.

こ の E患 児 に 対 し 初 診後1 ;か月で直径2 rnrnの

point thr伺ded K-wire 5本使用しmul旬lepin. 

ningを施行した術後3是正の追跡時には磨、倒22'.

鍵倒1σで頭部長もE患倒5.9cm鍵倒6.2cmで

あった(図3).

症例2: 13餓. 男児 初鯵時頭部長は患側(左)

5.9cnt.健倒(右)6.3cm.PTAはE患側40'.鍵側

10・であった. このE患児に対し初診後3遡自に直径



7 . 0 mm の cannulated hip screw 1 本 で 固 定 し

た . 術後 8 か月 の追跡時 に は 患側 420， 健側 15。で

頚部長 も 患側 6 . 2 cm， 健側 6 . 9 cm で あ っ た (図

4) . 

考 察

大腿骨頭すべ り 症の術後合併症の l つ に骨端線

早期閉鎖が挙 げ ら れ， 頚部短縮の原因 と な る . 今

回， 固定材料 に よ り 頚部成長 に差が生 じ る か を 調

査 し た . Cannulated hip screw， knowles pin， 

point threaded K -wire の 固定材料の 断面積 は表

3 に 示す と お り で あ る . 断面積 は K-wire 群で最

も 小 さ く ， 成長軟骨断面積 に お け る 占拠率 を み て

も K-wire 群 ( 1 . 5 % ) が screw 群 (1 . 6�3 . 8%) よ

り 小 さ か っ た し か し こ の差で骨端線閉鎖 に影響

を及ぽす か は疑問 で あ る .

今回の結果 と し て術後骨端線閉鎖時期 に 関 し て

は骨端線 の 閉鎖 し た K-wire 群 4 例 と screw 群 4

例で比較 し た と こ ろ K-wire 群で 12 か月 ， screw 

群で 5 か月 と 頚部成長 は K-wire 群の方が保た れ

る 傾向がみ ら れた が， 術前の 条件 と し て ① PTA

(screw 群の 47。 に対 し K-wire 群 320 ) ， ② 手術時

年 齢 (screw 群 の 12 . 6 歳 に 対 し K-wire 群 10 . 5

歳) に 差がみ ら れた た め こ の よ う な 結果が生 じ た

と 考 え ら れ る . 今回 は 2 群 に お け る 症例数 も 少 な

く 術前条件 も 揃 え る こ と が困難であ っ た た め ， 今

後 さ ら に 追加調査 を 要す る と 考 え ら れ る .

ま と め

1 ) 大腿骨頭 す べ り 症 9 例 10 関節 に 対 し 2 種

類の 固定材料 に て in situ pinning を施行 し 2 群間

に お い て X 線学的 に 大腿骨頚部 の成長 を 比較 し

た .

2 )  Cannulated hip screw を 用 い て 固 定 し た

症例 よ り point threaded K -wire を 用 い た 方が健

側 と 比較 し て 頚部 の 成長 が保 た れ る 傾 向 が あ っ

た
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Growth of Femoral Neck after Operation for Slipped Capital Femoral 

Epiphysis with Cannulated Hip Screws or Point Threaded K wires 

Toshiyuki Sakai， M. D.， et al .  
Department of Orthopaedic Surgery， Osaka City Univerisity Graduate School of Medicine 

We used cannulated hip screw fixation (Knowles-pin fixation) for five patients each with a 
slipped capital femoral epiphysis and multiple pin fixation with point threaded K -wire for four 
patients with four affected hips. We evaluated the posterior tilting angle and femoral neck 
length on radiographs. The mean of follow-up duration was 18 months. Preoperatively， the 
mean of posterior tilting angle was 47" for the patients treated with cannulated hip screw and 
32・ for the patients treated with point threaded K -wire pinning. Postoperatively， the means of 
posterior tilting angle were 37" and 28' ， respectively. In the group with cannulated hip screw， the 
ratio of the femoral neck length on the normal side to that on the affected side was 0 . 97 
preoperatively and 0 . 84 at the final follow-up. In the other group， this ratio was 0 . 97 preoper・
atively and 0 . 95 at the final follow-up. Postoperatively， the mean time of physeal arrest was 
5 months in the group given cannulated hip screws and 12 months in the other group. Compared 
with cannulated hip screw fixation， point threaded K -wire multiple pinning allows longer 
grow出 of the femoral neck. 




